
主催：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構香川支部
ポリテクセンター香川 生産性向上人材育成支援センター
ＴＥＬ ０８７－８６７－６７２８ FAX ０８７－８６７－６７１３

令和８年９月１５日（火）9:30～16:30

JEED香川 生産性

【会場】 ポリテクセンター香川

【対象者】 中堅層

【定員】 １６名

【申込締切】令和８年９月１日（火）

－講師紹介－

株式会社タナカサトル技術支援

代表取締役 田中 覚
大手メーカーにおいてものづくり全般（新製
品開発、業務改善、独立採算制、コストダウ
ン）などに従事。技術士（機械部門）取得。

主体性の向上と業務の可視化・問題解決手法
を用いた支援で成果を挙げている。

－コースの特長－

・社会的な人手不足の中においても、
ムダ＝問題を解決し生産性を向上するのび
しろは多く存在する。可視化手法により
問題を見つける方法を学ぶ。

・それぞれの職場・作業の問題解決をするに
は、それぞれの職場・作業者が「よくした
い」と思っていることが必要。主体性を向
上する組織づくりについて学ぶ。

・平易な言葉を用いて分かりやすく進行する。

・講師自身が経験してきた成功事例や失敗事
例などを含め、より実際の職場での展開を
イメージしやすい内容としている。

生産性向上支援訓練のご案内

生産管理を理解し、生産現場の問題を発見、解決できる知識、技能を習得する。

－コース内容－

■ 生産活動の基本
⑴生産活動の基本
生産活動の流れや製造業の課題、従業員エンゲージメ
ントが世界の最低水準にあることにもふれ、問題解決
を行う姿勢にも問題があることを学ぶ。

⑵主体性と生産性
生産現場の問題解決に必要な主体性の向上方法を学び、
自他の主体性向上を考える。

■現状分析とムダの発見
⑴ムダとは何か
個別の業務だけでなく、業務と業務と間のムダなども
含め、事例を交えてムダとは何かを学び考える。

⑵業務の見える化・数値化
業務改善には現状把握と課題発見が重要で、現状の見
える化の方法と効果を学ぶ。

■生産現場の改善
⑴効果が高く継続できる業務改善
どのように進めていけば業務改善の効果が高く継続す
る活動ができるかを学ぶ。
⑵職場の問題解決【演習あり】
受講者の職場の問題について、根本原因の抽出と具体
策の計画までの手法を習得する。

⑶成果を上げる業務改善のポイント
コミュニケーション、協調性、心理的安全性、自責他
責、などについて事例を交えながら学び、チームとし
て問題解決を図ることを考える。

～見える化から始まる問題解決～

№１８ 生産現場の問題解決

コースの
ねらい

受講料 （１名につき）

3,300円（税込）




